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研究成果の概要（和文）：看護の質向上のために，ネットを介して収集された看護ケアテキスト

をソフトコンピューティングおよび機械学習を用いて自動分類し，その評価規則を決定木によ

り可視化した．研究成果により概ね 50～80％の看護ケアテキストを 4 段階のクラスに正しく分

類できた．また，テキストの構造を考慮した数値化表現により，決定木を用いて分類規則を人

間に理解しやすい If-then ルール形式で可視化できた． 

 
研究成果の概要（英文）：In order to improve the nursing-care quality, we have proposed 
and developed a nursing-care text classification system. Our proposed system classifies 
the nursing-care texts using support vector machines and visualizes the classification 
rules using decision trees. The proposed system can classify 50% ~ 80% of nursing-care 
texts into four classes correctly. We also proposed a novel feature vector definition 
that represents structures of nursing-care texts. Using the above mentioned definition, 
we can easily understand classification rules generated by decision trees. 
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１．研究開始当初の背景 

兵庫県立大学の看護学部において内布ら
は，看護ケアの質を評価するために以下に示
すような研究を経て「看護過程データ」の評
価尺度を定義し，データの収集に取り組んで
きた． 
 
[1] 内布：看護 QI 研究会活動報告書 看護
QI プログラムによる第三者評価，看護管理，
12(6)，416-421，2002． 
[2] 上泉，内布，粟屋：看護ケアの質評価・
改善の管理体制づくりに関する研究(厚生科
研医療技術評価総合研究事業)2000～2002 
年度活動報告書． 

これらの成果により，現在では看護師に評
価尺度に従って看護過程を自由記述文とし
て回答させ，Web アプリケーションにより収
集，データベースへ電子的に記録している．
このように，データを蓄積する手段は確立さ
れている． 
このように蓄積されたデータを利用して，

「看護過程情報の分析による看護の質向上
のための要因発見」（平成１８，１９年度科
学研究費補助金（若手研究 B）課題番号１８
７００２２９）において，蓄積された自由記
述文から看護過程の評価に必要な情報を抽
出・分析するシステムの開発を行い，看護ケ
ア Web質評価総合システムにおいて，各看護
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師の看護行為の評価を自動的に行えるシス
テムを開発してきている． 

以上のような経過で，看護ケアの質評価を
自動的に行うことのできる枠組みが完成し，
従来の少数の専門家による評価では実現が
困難であった多数の看護師の評価を行うこ
とが可能となりつつある．しかしながら，看
護ケア評価の各看護師へのフィードバック
であるリコメンデーションの作成は，依然と
して専門家による手作業で行わざるを得な
いという問題が残っている．また，看護のプ
ロセスは日々刻々と変化するため，構築した
自動分類システムを安定した分類性能を持
つよう改善する必要がある． 

 

２．研究の目的 

国内の看護ケアの質向上のために，看護ケ
ア専門家がそれぞれの看護師が実践した内
容をより良くするための示唆を行うことが
重要である．専門家が各看護師に対して行う
示唆をリコメンデーションと呼ぶ．リコメン
デーションの作成は専門家の作業によるが，
日本国内の看護ケアの質向上を目指す場合
には，この支援システムの開発が必要不可欠
である．本研究ではこのような大目的のもと
で次の２点に重点をおいて研究を進める． 

 

（１）リコメンデーション作成のためにはま
ず，収集された看護ケアテキストを正しく評
価できなくてはならない．看護ケアテキスト
は，４段階のクラスに分類される．すなわち
自動分類システムがこれら４つのクラスへ
正確に分類できることが重要である． 

これまでの研究でも分類性能向上のため
の取り組みを行なってきたが，本研究では，
次の（２）で述べる評価根拠の可視化との親
和性も考慮して，自由記述文である看護ケア
テキストを数値ベクトル化する方法を考え，
その有効性を分類性能と（２）で述べる可視
化の観点から評価する．その結果として，分
類性能と可視化の両面から，性能を両立させ
る方法を考え，看護ケアテキスト自動分類シ
ステムの分類性能向上を目指す． 

 

（２）看護ケアテキスト自動分類を一定の分
類性能で行えると仮定する．このような仮定
の下でリコメンデーション作成支援として
必要な要件は，自動分類の結果として当該看
護ケアテキストが分類された根拠・理由を専
門家が知る手段を提供できることである． 

これまで，識別に寄与している単語を重要
語と位置づけて抽出し，評価者に提示するこ
とを試みたが，分類に大きく寄与する単語が
必ずしも分類根拠として理解しやすいもの
ではなかったため，分類根拠として理解しや
すい If-then形式の提示方法を考え，評価者
の理解しやすい形式で評価根拠の可視化を

行う． 

 

３．研究の方法 

（１）まず，テキストを数値ベクトル化（以
降，特徴ベクトルと呼ぶ）するために，過去
の回答に含まれる単語（名詞および動詞）を
抽出し，単語リストと呼ぶ単語集合を作成す
る．単語の抽出には，MeCab[1]を使用する． 
次に，評価対象とするテキストに対して，

名詞と動詞を抽出する．抽出単語が単語リス
ト中に出現するならば１を，そうでないなら
ば０を割り当てる．こうすることにより，す
べての評価対象のテキストは，長さが単語リ
ストの単語数と等しいベクトルとなり，それ
ぞれのベクトルは各テキストに出現する単
語に相当する属性値のみが１となる．従来は
このベクトルを用いてサポートベクターマ
シンにより分類を行なっていた． 
 本研究では，係り受け解析を用いて単語間
の係り受け関係も抽出し，この関係を特徴ベ
クトルとして表現することにより評価対象
のテキストの構造を特徴ベクトルへ反映さ
せる．係り受け解析には CaboCha[2][3]を用
いる．またこの時，従来使用しているサポー
トベクターマシンを変更なしに使用できる
よう入力の表現を特殊な構造に変更しない
こととする． 
このような方法で数種類の特徴ベクトル

のバリエーションを生成し，2007 年と 2008
年に収集された看護ケアテキストを学習用
として用い，2009年収集の看護ケアテキスト
を評価用として分類性能の比較を行う． 
 
[1] MeCab: Yet Another Part-of-Speech and 
Morphological Analyzer，
http://mecab.googlecode.com/svn/trunk/m
ecab/doc/index.html 
[2] チャンキングの段階適用による日本語
係り受け解析，工藤 拓，松本 裕治，情報処
理学会論文誌，Vol.43，No.6，1834-1842，
2002 
[3]CaboCha，
http://code.google.com/p/cabocha/ 
 
（２）（１）で考案する複数の特徴ベクトル
表現について，C5.0 と呼ばれる決定木を用い
て木構造で If-thenルールを抽出する．ルー
ル抽出の目安として，サポートベクターマシ
ンと同程度の分類性能が達成されることを
前提とする．考案した複数種類の特徴ベクト
ル表現に対して，抽出された If-thenの木構
造表現を比較し，理解のしやすさという観点
からその評価を行う． 
 
（３）上記（１）および（２）において，同
一の看護ケアテキストを複数の特徴ベクト
ル表現し，同一の分類システムまたは決定木



 

 

により分類性能または If-thenルール抽出を
行うのであって，本研究で言う分類性能の向
上または悪化は提案する特徴ベクトル表現
に由来するものであり，サポートベクターマ
シンまたは決定木の性能を議論するのでは
ないことに注意する． 
 
４．研究成果 
（１）表１に従来の特徴ベクトル表現による
結果と，本研究の成果である係り受け構造を
表現した特徴ベクトル表現による結果を示
す． 

表１ 分類性能の比較 

テキスト
集合名 

従来法 提案法 
総テキス
ト数 

Q123 57.2% 59.5% 827 

Q131 63.8% 65.1% 769 

Q132 64.9% 62.4% 638 

Q212 49.9% 50.8% 718 

Q213 53.7% 55.9% 735 

Q221 47.8% 51.7% 768 

Q222 77.8% 79.9% 703 

Q322 69.4% 71.0% 604 

Q411 80.9% 80.9% 566 

Q423 85.5% 81.6% 636 

Q425 66.8% 62.9% 690 

Q431 81.9% 81.9% 659 

 
なお，2012年に上記の各テキスト集合に対し
て，専門家の評価の揺れや年度ごとの評価基
準の多少の違いを修正したため，その前後で
分類性能に違いが出ていることを付記して
おく． 
 一部のテキスト集合においては性能の悪
化が見られる．これらの場合は，テキストの
評価基準として単語そのものに重要性を見
出しているのか，複数の単語関係からなる表
現が重要なのかの違いも考慮しなければな
らないと考察している． 

結果から明らかなように，係り受け関係を
特徴ベクトルに取り入れた提案手法の分類
性能は，従来法に比べて向上しているため，
本研究の目的を達成しているといえる． 
 表１において高い分類性能で，かつ，従来
法と提案法に違いがないものは，元のデータ
においてクラスの偏りが非常に大きいもの
である．このようなデータは，本研究におけ
る取り組みでは性能向上が難しい．このよう
なデータに対する分類性能向上は今後の課
題である． 
 
（２）図１に従来法による特徴ベクトルの場
合の決定木の一部を，図２に提案法による特
徴ベクトルの場合の決定木の一部をそれぞ
れ示す．抽出される決定木は，上部左側から
下に向かって If-then構造をとる．たとえば，
図１の場合，「コンタクト」という単語があ

るかどうかを見て，なければ「協議」という
単語の存在に着目することを意味している． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図１ 従来法での決定木の一部 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図２ 提案法での決定木の一部 
 
図２では(a)「提案」が「依頼」または「行
う」へ係る場合，(b)「できる」へ係る場合，
(c)「提案」は係り先を持たないが「使用」
が｛｝の中に示される単語に係る場合等が表
現されている．この結果より，図１のような
結果よりも図２のような結果が評価対象テ
キストの内容をよく表現できているため，本
研究の目的である分類根拠の理解しやすい
形式での表現が達成できているといえる． 
 決定木での分類性能はサポートベクター
マシンのそれよりわずかに劣るため，図に示
したようなルール表現をサポートベクター
マシンから抽出するか，もしくは決定木の分
類性能の向上を図ることが今後の課題であ

コンタクト = 1: 0 (2) 

コンタクト = 0: 

:...協議 = 1: 0 (2) 

    協議 = 0: 

    :...クリニック = 1: 2 (2) 

        クリニック = 0: 

        :...飲める = 1: 2 (2) 

            飲める = 0: 

            :...おさまる = 1: 2 (2) 

                おさまる = 0 

～～～～～～～略～～～～～～～～ 

(a)提案 in {依頼,行う}: 3 (4) 

(b)提案 = できる: 1 (1) 

(c)提案 = 提案: 

:...使用 in {許可, 回数,頻度, 指示,

時間,量,相談,できる,間

隔,考える,時,効果,可能,

法,ある,開始,報告,提案,

頻る,（省略）}: 2 (0) 

:   使用 = 0: 2 (2) 

:   使用 = する: 3 (2) 

～～～～～～～略～～～～～～～～ 



 

 

る．さらに，図１および２の表現でも，直感
的に理解しやすいとはいえないため，例えば
看護師個人個人がこのような評価根拠を目
にする場合を考慮し，人間に理解しやすい表
現方法を追求する必要もあると考えている． 
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